


　弊社は1958年に神奈川県横須賀市で創業以来、60年を超えて地域の食を支えて参りました。祖業である味噌・醤
油をはじめとする調味料の卸売事業をはじめとして、その後酒販免許を取得、冷凍・冷蔵設備導入を経て酒類・食料
品の総合商社として、今も三浦半島を中心に神奈川県南部に自社配送網を有しております。これもひとえに、弊社な
らびに弊社従業員、そして弊社商品が地域のお客様に愛され続けてこられたからだと、日々感謝の気持ちを新たにし
ています。

　1999年に弊社の所在する横須賀市は「カレーの街よこすか」を宣言し、今や全国的な潮流となっている「食によ
る街おこし」に、他の自治体に先駆けて挑戦を始めました。弊社は地元横須賀の食品企業としてこの運動をけん引し、
宣言から20年を超えた今では弊社看板商品である「よこすか海軍カレー」シリーズは全国に商圏を広げることができ
ました。これも量販店・小売店に弊社商品を紹介していただいたパートナー企業様のおかげと感謝しております。

　また弊社はSDGsの取り組みに強く賛同しております。弊社は従来より日本容器包装リサイクル協会の特定事業者と
して、主力自社商品であるレトルトカレー等に使われる包装資材（紙・プラ）のリサイクルに取り組んでいます。

　三浦半島は、北に首都圏を望み、東は東京湾・西は相模湾・南は太平洋と三方を海に囲まれています。この首都圏
に隣接しながらも、美しく豊かな自然環境に囲まれた立地を活かした商品開発は弊社の醍醐味です。全国有数の漁港・
三崎の「三崎港まぐろカレー」や、山・海のバランスが美しい葉山の「葉山牛カレー」などの弊社商品はまさにこの
豊かな自然環境から生まれました。

　ご当地グルメとは、食品としての美味しさは当然として、その背景にある地域の資源や物語を同時に楽しめる体験
型の食文化という側面があります。「食べて知る」というご当地グルメの楽しみかたを、もっと多くの方に知ってもら
いたい。そしてその豊かな食文化を生み出す環境や歴史を守りたい。これからもこの気持ちを忘れずに、大事に作り
続けて参ります。
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